
 

 

 

 

第２５０号 ２０２５年８月 

 

■第２５０回例会記録 

・日 時 ２０２５年７月１６日（水） 18：00～19：50  

・場 所 神戸市外国語大学サテライトセミナー室Ｂ      ・参 加 23 名 

・テーマ 持続可能な協働型デザインの実践 

       ～子どもたちとのワークショップを通じて～ 

・講 師 曽和 具之氏 (神戸芸術工科大学准教授) 

 

■講演概要 

神戸芸術工科大学の曽和研究室で行っている様々なワークショップなどの活動・実践の紹介 

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西神ニュータウン研究会 会報 

 



神戸市材の活用プロジェクト事例（一部） 

■意見交換 

Ｑ 稲わらが必要なのであれば、櫨谷の小池農園に行けば手に入ると思う。 

Ａ 小池農園にもお願いに行ったが、自分たちで稲を育てて作るように言われた。 

Ｑ 西区で竹、竹藪に困っており、お祭りで「竹灯り」を作ったり、竹石鹸を作ったりしている例もあるようだが、何か良い

アイデアはないでしょうか？ 

Ａ 竹は約 100年で 1 回限り花が咲いて枯れると言われているが、現実には 30～40年で枯れてしまう竹藪が頻発している。立

ち枯れた竹は表面のセルロースが堅固な膜になりチェーンソーでも歯が立たない。竹藪の適切な維持は大きな社会的課題。 

 

ヴィンテージタウンをめざして ～まちを住み熟（こな）す～ 
 

西神ニュータウン研究会     http://seishin-ntken.net 
 
 
 

http://seishin-ntken.net/

